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「北児島ケアネット」設立から一年

 北児島医師会　西崎　　進

　平成27年北児島医師会は「北児島ケアネット」を設立し、12月３日正式に発足しま
した。基本理念としては「今の崩壊しかけている地域社会を維持するのは行政のみに
頼っていてはとても無理なので、医療・介護・行政・福祉の連携で地域の再構築を目
指しましょう」ということで、その理念達成のためには医療、介護、行政、福祉（地域）
が互いに補完しあう統合システムが必要と考えました。そして、北児島医師会がカバー
する岡山市南部の興除・藤田・灘崎と倉敷市郷内地区の４中学校区で、人口51,000人
を対象にしています。
　「北児島ケアネット」の構成ですが、北児島医師会主催ですので会長と理事はその
まま横滑りとしました。そして、北児島医師会理事会の議題の中に北児島ケアネット
の議題も埋め込み、省力化に努めました。その下に運営委員会があるのですが、その
メンバーの選抜にあたっては縦の軸と横の軸を考えました。縦の軸は急性期→回復期
→在宅→急性期の医療軸、横の軸は在宅医療、介護、行政、福祉が互いに補完しあう
ケア軸です。その縦の軸と横の軸が互いに連携しあって、初めて地域包括ケア＝トー
タルケアが成し遂げられると考えました。その目的で北児島エリアをカバーする急性
期、回復期病院の地域連携室より数名ずつ、各中学校区からは医師、歯科医師、看護
師、薬剤師、ケアマネージャー、介護士等で地域医療・介護に積極的な方々を推薦し
ていただき、行政に関しましては岡山市医療推進課にお願いして数名の方に運営委員
になっていただき、約50名の運営委員の方々が参加してくださることになりました。
福祉関係の委員としましては町内会長、民生委員、愛育委員などの方々を予定してい
ましたが、今まで市内各所でおこなわれた地域包括ケア会議に出席した経験から、医
療・介護・行政の方は専門職であるのに対して、福祉関係の方は一般の方であり、専
門職の人たちとは基礎知識の量に格段の差があるため、すぐに委員会で専門用語が飛
び交う討議に参加していただくには少し無理があると感じ、興味のある福祉関係の方
はオブザーバーとして参加していただき、この程度なら大丈夫と感じた方から漸次委
員に参加いただくことにしました。「運用規定」も作成しましたが、紙面の都合で割
愛しますのでHPをご参照ください。
　このようにして発足した「北児島ケアネット」ですが、年４回、３カ月毎の活動を
おこなっています。すべて第一木曜で、３月、６月、９月は13：30より30分間の運営
会議と14：00より２時間のシンポジウムをおこない、各会テーマを設定し、この地区
の特性、資源、サービスについての共通認識を深めていっている最中です。そして12
月は２時間の運営委員会を設定し、過去一年間の活動に対する評価、反省と次年度に
対する希望、提案の議題で討議をおこない、終了後は短時間の懇親会（忘年会？）と
しています。
　財政的には、岡山市医療推進課のご厚意で会場を提供していただいている以外はす
べて北児島医師会員の手弁当でおこなっている会ですので、活動には自ずと制約があ
りますが、今のところ順調にすべりだしています。
　紙面の都合で今回は設立過程の説明になりましたが、現在の活動の記録、将来の方
向性などをHPにアップロードしています。興味のある方は「北児島医師会」をWeb
で検索していただき、その中の「北児島ケアネット」のボタンをクリックしていただ
けば出てきますのでよろしくお願い致します。
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　現在、私は単科の精神科病院に勤務しています。平成29年で創立90周年を迎える河田病
院です。病棟は精神科急性期、精神科慢性期、精神科開放、身体合併症、そして認知症に
機能分化しており、私は51床の重度認知症病棟を担当しています。
　認知症を病むと認知の障害は進行し深まっていきますが、感情の障害は認知障害と並行
して同じように低下するわけではありません。世間の方は、「ぼければ、何もかもわから
なくなるから本人は楽なものだ。」と言われますが、これは大変な誤解です。認知症を病
む人の多くは、自分ができなくなることを敏感に感じ取り、これから先どうなるのか不安
に怯えていることが多いのです。その不安が周辺症状と呼ばれる症状を生んでいきます。
　外来に来られた方に対して、まず私が心がけていることはその方がどのように生きてこ
られたのかということを伺うことです。ご本人やご家族から情報をいただきます。こちら
の伺う姿勢によってご本人も一生懸命に答えてくださいます。次に、今抱えておられる症
状に思いをめぐらし治療の計画を立てていきます。
　長い年月を生きてこられた方々は、多くの物語にあふれています。日々の外来は出会い
の場でありたいへん興味深く、このような仕事に従事できることに感謝しています。
　続いて、日常の暮らしについてお話します。春になると辺り一面が黄色の菜の花であふ
れる、そのような田舎で私は育ちました。母は花が大好き
で、毎朝野や山に出かけてはそれを家のあちこちに活けるの
です。活けた後はスケッチをして、「この花は低く。この枝
は長く。」などと書き込んでいました。子供の私は母のスケッ
チを眺めるのが好きでした。花は地味な花瓶に３種類から５
種類ほど活けてありました。世の中には美しいものがあるの
だなと思ったものです。
　長じてからも私にとって花といえば野や山に咲く小さな花
でした。でも住居を街に移すとなかなかそのような花は手に
入りません。そこで、自分で鉢に植えて育てることにしまし
た。ところが苗もなかなか手に入りません。愛好家の方々に
いただいたり、種から育ててみたりしました。私は大方の時
間をこのような山野草と過ごしました。そして育てた花を、
母のように地味な花器に活けて楽しみました。
　十数年前から茶の湯の世界を知りました。岡倉天心はその
著書「茶の本」の中で、「茶道の根本思想は、暮らしの細々

私の仕事と暮らし
河田病院　副院長　山下　龍子

薄茶手前座での著者




